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1349

卓話「秋の移動例会」

今週の歌　「我等の生業」

第１３４９回　例会　平成２１年１０月１９日

先週内容

卓話「ガバナー公式訪問」
ＷｅｅｋｌｙＮｏ．1349は郷上委員が担当しました。
ＷｅｅｋｌｙＮｏ．1350は岡委員長が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

職業奉仕月間　　米山月間

会長挨拶 仲辻会長

　昨日10月4日、吹田青年会議所の創立40周年記
念式典がホテル阪急エキスポパークで行われ、清
水幹事と一緒に参加して参りました。

　1970年の万国博覧会が千里丘陵で開催されたの
と時期を同じくすると聞き、非常に懐かしい気がしました。
　JCは40才が停年とか。若い実業家の団体で、清
新の気の溢れる集会でした。
　私は仕事柄、後ろ向き、後片付けが多く、暗い気
持ちになることが多いのですが、久し振りに若い人
達に接して、明るい気持ちになって帰ってきました。
　歴代の理事長の紹介では、わがクラブの瀧川、家
村、橋本（徹）、木田、及び、橋本（芳）各会員の名前
があり、改めてわがクラブとJCとの結び付きの深さに
感銘を受けました。
　今後とも、わがクラブは、JCから若い人材を多く受
け入れて、古い革袋に新しい酒を注ぎ、リフレッシュ
を図るとともに、前進したいと思った次第です。

次週　第１３５０回例会予告　平成21年10月26日

幹事報告 清水幹事

・10月26日、大谷透ガバナー公式訪問のお知らせ
をお配りしました。当日は写真撮影の為5時30分
までのご集合となります。お間違いのないよう、よろ
しくお願い致します。
・木田会員、　木会員のシールをお配りしました。
会員名簿の後ろに貼っておいて下さい。
・本日例会終了後、引き続きクラブ協議会を開催致
しますので、宜しくお願い致します。
・来週は体育の日で休会日です。その後は秋の移
動例会、ガバナー公式訪問と続きます。皆様、場所、
時間等お間違いのないようお願い致します。

ゲ　ス　ト

　本日のお客様は、第2660地区第2組ガバナー補佐、
大森保子様（茨木西RC）と、ガバナー補佐エレクト、
北田他美夫様（高槻東）がお越しになられています。
後程卓話を頂きます。よろしくお願いいたします。

大森ガバナー補佐・北田ガバナー補佐エレクトとの懇談会

木委員



－2－

親睦委員会 大藤委員長

１．テーブルに移動家族例会の例会場（一力）の地

図のカラーコピーを配布しております。参加いただ

ける方、出来ない方はお知らせ下さい。

２．先程、東急インから集合してグループで行きたいと

いう申し出がありました。時間を調整して後日

FAXいたします。

３．来週は例会が休みですので、もし、ご都合が悪く

なった方は事務局へご連絡下さい。尚、当日用に

私の携帯番号を記入したものを今週中にFAXい

たしますので宜しくお願いいたします。

４．親睦委員は5時集合です。

米山記念奨学会委員会 新井委員

　本日、郷上会員より特別寄付を頂きました。ありが

とうございました。

ロータリー財団委員会 蔵田委員長

　本日、水間会員より、ポリオ撲滅寄付金を頂きました。

ありがとうございました。

　10月のドルレートが90円となっています。ロータリー

財団特別寄付も引き続きよろしくお願い致します。

社会奉仕委員会 青木委員長

　先週1日（木）のクリーン・デーには、朝早くから、ロ

ータリアン13名の出席者（河邊、瀧川、田中（孝）渋谷、

岡、阿部、紙谷、蔵田、橋本（徹）、荻田、　木、榎原、

青木各会員）に出席頂きまして、誠にありがとうござ

いました。

　江坂の街をきれいにし、住みよい清潔な街にして

いこうと永年続いている恒例の事業です。来月は当

クラブ担当です。よろしくお願い致します。

職業奉仕委員会 坂口委員長

　2660地区2009－2010年度職業奉仕委員会が、

冊子「ロータリーの真髄」を発行いたしました。ぜひ、

読んで下さい。

１０月誕生月　会員・会員夫人　祝

平成 6 年 10月 10日 佐藤会員ご夫妻

昭和 35年 10月 12日 水間会員ご夫妻

昭和 43年 10月 19日 藤井会員ご夫妻

昭和 46年 10月 19日 小林会員ご夫妻

昭和 37年 10月 27日 鈴木会員ご夫妻

平成 5 年 10月 30日 紙谷会員ご夫妻

以上6組

結婚御祝－１０月

新入会員紹介

○姓　　名　… 榎原一滋

出席報告 伊藤委員長

●会　員　数 50名 ●来　　　　客 2名

●出席会員数 41名 ●本日の出席率 87.23％

●9月7日の出席率（メーキャップを含む） 100％
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第2回仲辻会長杯のお知らせ

　　　　日程　11月19日（木）
　　　　場所　関西ゴルフクラブ

　会員、ご夫人の皆様、多数ご参加くださいま
すよう、宜しくお願い致します。

阿部会員ゴルフ同好会

◆仲辻会長
大森ガバナー補佐、北田ガバナー補佐エレ

クトをお迎えして。

◆瀧川会員
大森ガバナー補佐をお迎えして。

◆清水会員
大森ガバナー補佐様、北田ガバナー補佐

エレクト様、本日宜しくお願いします。また、

野球部の勝利を祝して！

◆阪本会員
大森ガバナー補佐、北田ガバナー補佐エレ

クトをお迎えして。

◆新井会員
島田さんホールインワンお目出度うございます。

大森ガバナー補佐ご苦労さま。

◆梶山会員
お久しぶりです。

◆坂口会員
孫がうまれました。

◆河邊会員
2660地区野球大会開会式での清水キャプ

テンの選手宣誓に敬意を表して。

──────────────────

本日のニコニコ箱 26,000円

累計のニコニコ箱 309,000円

ニコニコ箱 勝副SAA

大谷ガバナーの始球式

　10月4日、ガバナー杯争奪軟式野球大会が、

枚方パナソニックベースボールスタジアムであり

ました。吹田RCとの対戦で24対1の大勝でした。

当日は河邊パスト会長も応援にかけつけて下さ

いました。

　次回は、10月18日14:30より、宝塚のビーコンパー

クスタジアムにて、寝屋川RCと行います。応援宜

しくお願い致します。

紙谷会員野球同好会

試合結果

一 二 三 四 五 計

吹田西ＲＣ 2 3 1 6 12 24

吹田ＲＣ 0 0 0 1 0 1

優勝カップ返還



－4－

　ガバナー補佐の大森保子でございます。本日はク
ラブ協議会に寄せて頂きました。
　今年は30周年の記念の年を迎えられ、おめでとう
ございます。出席率100％をめざし得る会員増強を、
また女性会員の入会も果たされ、本日もお１人の入
会者がおありと聞き及んでおります。益 ロ々ータリー
精神の発揚を期待いたしております。
　此度、概況報告書を拝見いたしまして、広範囲に
わたる奉仕活動と、同好会活動は、魅力あるクラブと
して誇るべきものと存じます。
　10月26日には、大谷ガバナーをお迎えする公式訪
問がございますが、貴クラブが誇る貴重なロータリー
活動の四方山話を提供され、公式訪問を存分にお
楽しみくださいませ。
　今年度初頭に、大谷透ガバナーは、ロータリーを
身につけようを地区テーマにされました。２組は、ロー
タリーの綱領を学ぶことから始めましたが、綱領はロ
ータリーの哲学と言われております。原点にかえり職
業奉仕の何たるかを再度学びとって頂ければと存
じます。
　ロータリアンは、クラブのロータリー活動の上でも、
地域社会の活動に於いても、常にリーダーシップの
お立場でいらっしゃいます。自身の職業奉仕の高潔
さを果たしつつ、その多様性を受け入れ、友情を深
め合う。と申しますのも、去る8月29日、研修委員会の
会合がありました。特に新しく打ち出された研修委
員会は、従来の情報委員会をもっと活性化するもの
であるように思いましたが、テーマは「各クラブにおけ
る、会員の研修について」でありました。
　クラブ強化と永続的発展をはかるための会長、幹
事、クラブ奉仕委員長、研修委員長のリーダーシップ
の下で、所属会員の研修を促し、各クラブ単位で継
続的な「人づくり」を進めていくことが奨励されます。
　それにはクラブで研修委員会が設置されることを
推奨します。

　その研修教材は「ロータリー・ウェブ・サイト」から
ダウンロードして得られるRI最新の「会員研修」等
の資料、或いは当地区や各地区で出版されている
教材の活用。研修委員の活動体験ベース等をテー
マにしたグループ・ディスカッション、炉辺会合的な研
修をもたれることが望ましいというようなことでござい
ました。
　このように「ロータリーを身につけよう」は、ロータリ
アンの「人づくり」が基本にあるように思います。ジョン・
ケニーRI会長は、リーダーシップとは意欲を喚起し、
やる気を起こさせることと仰っていられます。
　今回の貴クラブ訪問に際しまして、私の申し上げ
たいことは、地区行事には必ず参加して頂きたいと
いうことです。
　その一つに、特に会員の参加が認められ、特にご
家族の方もお越しくださいと呼びかけている地区大
会。この地区大会には、クラブの家族親睦会の一回
分をこちらに移動して頂けたらと思います。特に今
回の、大谷年度の地区大会はすべてを家族と御一
緒に過ごせるプログラムになっています。
　御家族をお誘いすることは、共に学ぶこと、共に楽
しみも分かち合うことであり、それ等は深くロータリー
活動にかかわりを持たせる大切なことでは無いかと
思って頂きたいのです。
　そんなことがらを加味させれば、会員増強も自然
体でのぞめるのではないかと思います。RIテーマ「ロ
ータリーの未来はあなたの手の中に」がもっと身近
な足下にもあることに気づいてください。
　次に、地区行事の委員会のことですが、これには、
必ず担当の委員長あるいはお代理の方のご参加を
お願いいたします。そして、出席された会員は、必ず
委員会に、またクラブにその綿密な会合の情報を提
供して下さい。
　地区行事は、参加された会長、幹事、委員長、あ
るいは御代理、また委員会だけのものではありません。
クラブ全会員が共有するものです。卓話のプラグラ
ムにも、それ等の情報からフォーラムがもてるような時
間を作って頂くようにお願いします。
　最後に、ジョン・ケニーRI会長は、「ロータリーの偉
大なる組織は、私達一人一人が課題に立ち向かい、
未来に対する責任を果たすなら、ロータリーは更に
素晴らしい組織へと発展する可能性を秘めている
のです」ともおっしゃられています。
　以上、研修委員会の立ち上げ、地区大会の会員
全員参加プラス家族参加、地区会議には御欠席無
く情報を会員全員にご提供下さることをお願いし、ど
うかロータリーに心をお寄せ頂きますよう、言葉を添
えて本日の卓話といたします。

卓　　話卓　　話

「ガバナー補佐訪問」
　　　　　　　　　　第2660地区ガバナー補佐
　　　　　　　　　　大森保子様　茨木西RC
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2. 国際奉仕委員長　田中 慶一 理事
質問：
米山記念奨学会についてお尋ねしたいと思います。
現在、台湾・中国・韓国に奨学金が出されていると
思いますが、比較的恵まれている国だと思うのです。
まだまだこの国の他にも、奨学金を望んでいる国が
あると思います。そちらの方には無理なのでしょうか。
また、現在、日本の国も不況のため恵まれない人もた
くさんいる状態です。その人達にも奨学金の事を考
えて頂けないでしょうか。

回答：大森 保子 ガバナー補佐
大谷ガバナーの回答を発表致します。
米山奨学会の目的は、世界平和のため日本と諸外
国との民間レベルでの平和の架け橋となる人材を
育成する事です。わざわざ学生にロータリアンのカウ
ンセラーをつけ、奨学金授与終了後も愛情豊かに、
暖かく成長を見守ってあげてくださいとお願いする
のはそのためです。
勿論、向学心はあるが、貧困ゆえに勉学のチャンス
に恵まれない若者への支援と云う評価基準も合わ
せもってはいますが、優先基準は平和の架け橋とな
る人材の育成です。
ご推察の通り、日本に来ているのは比較的恵まれた
学生であることは事実です。したがって日本に来ら
れない学生にもチャンスを開くため、ベトナムへ出か
けて試験をしたりもしていますが、それにも結構の費
用がかかります。学生選択の良い方法があれば、ご
提案ください。

「資産運用規程において元本償還が確実なものに
して頂きたい」事は私も、前回の全国財団セミナー
でも述べ、1月のサンディエゴからの帰途、飛行機が
一緒でしたので、田中作治財団管理委員にもしっか
りと伝えています。再度確認もします。

1. 職業奉仕委員長　坂口 道倫 理事
質問：
ロータリー財団の資産運用について情報公開を要
望します。また、資産運用規程において元本償還が
確実なものにして頂きたい。

回答：大森 保子 ガバナー補佐
大谷ガバナーの回答を発表致します。
1組の橘　ガバナー補佐からの質問に福家財団委
員長が誠意をもって答えておられます。是非そのや
り取りをご一読ください。彼の答弁を以下にご紹介
いたします。

“次にロータリー財団の財政難についてですが、ロ
ータリー財団は設立のときから資金の運用を始め
ており、大いに収益を上げて、私たちは多くの恩恵
を受けて来ました。その運用には大きな誤りが無か
ったことは「ロータリー財団の歴史」を振り返って
も明らかです。運用をしている限り、誰もが避けて
通ることの出来なかった未曾有の経済危機のあお
りをロータリー財団も受けてしまいました。しかし
このことの責任を誰が追求出来るでしょうか？　
これまで堂々たる歴史を築き、立派な財務報告を続
けて来たロータリー財団に私たちは信頼を持って、
回復の時期を待つべきであろうと私は考えます。こ
のような状況の中にあっても世界中のロータリア
ンからのロータリー財団への寄付は増え続けてい
ます。財団への信頼感あればこそです。
財務年次報告は今のところ07－08年度のものしか
発表はされていませんが、間もなく08－09年度のも
のも同様の形で発表されるはずです。下記のサイト
を開いて頂きますと、多くの情報を得ることが出来
ますので是非ともご覧になって下さい。”
http://www.rotary.org/ja/aboutus/financials/pages/ridefault.aspx
http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/187b_ja08.pdf

「クラブ協議会　議事録」
　　　　　　　　　　　　　　　　　清水幹事

○質疑応答
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○北田 他実男 ガバナー補佐エレクト挨拶
　活発で熱心な議論の協議会に感心致しました。
次年度も何卒宜しくお願い致します。
　また、私ども高槻東RCホストのIMが平成22年1月
30日（土）茨木市市民総合センターにて、田母神俊
雄氏（前航空幕僚長）をお迎えして開催されます。
皆様是非ご参加下さいますようお願い致します。

3. クラブ奉仕委員長　由上 時善 理事
質問：
１）一部のクラブで（にこにこ）は本会計に含めて
います。理由は何なのですか？ 税務上の問題
との噂がありますが消費税なのか贈与税なの
か本当のことがわかりません。

２）ロータリークラブであっても税務署の調査が入
る時代です。日本全国で、2300余りあるロータリ
ークラブでの統一会計ソフトを作成できる動き
はないのでしょうか？ 無いのであれば是非進め
て欲しいと思います。

回答：大森 保子 ガバナー補佐
大谷ガバナーの回答を発表致します。
１）私の理解では、ニコニコが本会計に含まれてい
ても、社会奉仕やWCSなどの奉仕部門に当て
られていると思います。前年度の横山Gは問題
の3Kの一つに高コストを挙げられました。これ
は現在会員増強の妨げや退会理由の本音の
部分での大きな要因と考えられます。出来るだ
け会費を抑えて、会員間で会費の格差をつけ
るわけには行きませんので、対外的な奉仕の部
分で必要な部分は、余裕のある会員からはな
るべくニコニコと負担していただく、良い方法と
考えています。税務上どのような問題があるの
か財務担当の公認会計士に覗っておきます。

２）統一会計ソフトを作成する動きは今のところ聞
いていませんが、良い考えと思われます。11月
のロータリー研究会に合わせて持たれるガバ
ナー会で提案してみます。

また各質問について、地区代表幹事の四宮孝郎幹
事からもご回答を頂いておりますので発表させて頂
きます。

以後、四宮代表幹事回答
　ロータリー財団、米山奨学金の質問に対しては、
大谷ガバナーのおっしゃる通りだと思います。
　ロータリー財団の資金運用は、特に日本のロータ
リアンにとってはいろいろご意見のあるところだと思
いますが、ロータリー財団設立当初から資金の運用
という項目が上げられており、アメリカ人の感覚として

は当初から集められた資金を運用し、その得た利益
によってより大きな活用をしようと思っています。
　我々の感覚としては国債に投資しておればこんな
事にはならなかったのに、と思うのは尤もな事ですが、
過去においてはかなりの運営益により、世界中のロ
ータリアンがその恩恵を受けていたのも事実です。
　ただ今後の地区運営については、当然日本のロ
ータリアンが考えるように確実な方法で資金を運営
して欲しいものだと思います。
　ロータリークラブに対し、税務上の調査が入るとい
うことは、以前は殆どなかったのですが、今後はその
可能性はあるかもしれません。基本的には、会費等
は企業においては交際費として扱われるというのは
税務当局の認識です。このニコニコについては一
般的に個人の浄財で、その目的は奉仕活動に使っ
て頂くという考えがあります。従って、贈与や交際費
に該当するものではなく、その受け入れ会計も一般
会計とは違い、ニコニコ会計として別に取り扱われる
のが理想だと思います。
　各クラブにより、その歴史や会員の多少により、会
計処理の方法も異なっているのが現状です。なかな
か一つの枠に収めることは難しいと思われますが、
今後の問題点として提案させて頂きます。


